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VR空間での講義︖
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「それって
Zoomでいいんじゃない︖」

「スライドをVR空間に出したら
⽼眼で⾒えないよ」

→ VR空間のスライドは必ず画⾯サイズ以下になる



VR講義でしかできないこと
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＝リアルではできないこと
リアルを越える効果があるもの

• 必ずしもVR空間である必要はない

最終講義延期

• 擬似体験
• ⼀⼈称視点での体験

• 授業の質の向上
→講演者の⾒かけの変更
1. 受講側にとって嬉しい
2. 講師側への⾃信



実験的VR講義 (7/9@複合現実感システム)
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実験的VR講義 (7/9@複合現実感システム)
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講師の魅⼒度は
受講⽣の成績や受講態度に
影響を及ぼすか︖



魅⼒的な先⽣︖
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『勝負の夏︕〜先⽣、勉強も恋も教えてください〜』(2018 AbemaTV)
https://times.abema.tv/posts/5209574

https://times.abema.tv/posts/5209574


魅⼒的な先⽣︖

10

「データダイエットのため，カメラをOFFにしてください」
→講師映像の有効性がわかれば

こうした指⽰に論拠を与えるのでは︖



仮説検証の準備
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6/25 (本番の前の回)のアンケート
• どの先⽣の授業を受けてみたいですか︖
（1位〜4位をつけてください）
例︓1位から順にA→B→ C→Dなら，ABCDと書いて下さい．

A DB C



顔画像刺激の選定・⽣成⽅法
https://generated.photos/faces

実在しない

FaceApp (⽼化フィルタ＋ひげ)

https://generated.photos/faces


事前アンケート結果

A

D

B

C

(B,D)>C>A  Wilcoxon 符号順位検定



ディープフェイク
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https://arxiv.org/pdf/2003.00196.pdf

• オープンソースのAvatarifyを利⽤
• 敵対的⽣成ネットワーク
• GAN (Generative Adversarial Network)
• 1枚の⼊⼒画像に対して別の顔動画で動かす



実験講義の流れ

Group1

Group2

前半の
講師アバタ

後半の
講師アバタ

前半の
講師アバタ

後半の
講師アバタ

⼩テストの成績
(Google form)

VR認定試験を参考に

質疑・発⾔数
(Comment screen)

魅⼒度(低) 魅⼒度(⾼)

魅⼒度(低)魅⼒度(⾼)

錯覚応⽤
インタフェース

テレプレゼンス

授業コンテンツ

t



システム図
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発⾔投稿数は講師の魅⼒度で差
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⼩テストの成績に差はなし
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前半の授業内容に対応

後半の授業内容に対応



Discussion
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• 投稿コメント数を授業への積極的な参加⾏動とみれば，
効果はあった

• 授業の内容に関する⼩テストの点数には差がなかった

• まだわからないこと
• 顔のどの部分が「受けたい」と思わせたか
• 講師・受講⽣の性別の交互作⽤
• ⻑期間の影響
• ケーススタディのため，ほかの講義内容ではどうか

実際の授業でVR技術を利⽤して実施した
→有⽤な先駆けとなるのではないか




